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1．自己紹介・コンセプト

2．現状認識

3．生ごみリサイクルの必要性

4．取組事例（北海道）

5．まとめ



健全な窒素の循環の必要性

 ハーバー・ボッシュ法による工業的窒素固定
が微生物による窒素固定を上回る。

 世界的人口増に伴う食料供給に窒素は不可欠。
 窒素の循環バランスが崩れつつある。

○地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）
による地球の状況
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廃
棄
物
等

循環計画

未利用物
の利活用

有価物
（リユースなど）

民間ルート
リサイクル
集団資源回収

（減量分）
エネルギー
回収分

最終
処分自治体関与

廃棄物処理計画
リサイクル率
の分子出口の循環利用率

の分子

循環利用量

廃棄物（法律上） その他ごみ
（単純焼却または
最終処分されるごみ）

スーパー等の店舗回収

エネルギー回収

①対象としている断面が異なる

②自治体レベルで
完全把握は困難

③ Reduce
はどっち︖

④自治体関与分のみ

⑤自治体レベルで
の把握は困難

⑥自治体による促進策が必要

⑦管理指標として適当

廃棄物処理計画と循環計画 12


